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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・成田　和子様～東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。

【転出】
・羽瀬　真智子様～東病棟Aユニット16号室→西病棟Bユニット22号室
・鳥谷　正雄様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Aユニット124号室

＜患者様連絡事項＞
・北村　奈美様～主治医から今夕からオランザピン増量の指示あり。

・鈴木　達也様～主治医から不安時のＩＦオーダーの指示あり。

・田村　智美様～主治医からインヴェガ中止、オランザピン増量の指示あり。

・磯嶋　茜様～SWから連絡あり。家族から主治医面談の希望あり、2/7　16：00で調整したとの事。SWが同席予定となる。

・金山　辰巳様～主治医に朝食後薬を拒薬していることを報告。拒薬時スキップ可の口頭指示あり。

・塚本　倉藏様～主治医からCK高値の為、点滴1本追加の指示あり。また、食止め、内服薬についてはビムパット、ベオーバを中止との指示あり。

・和田　昌様～主治医から夕分のコントミン減量との指示あり。

・鳥谷　正雄様～主治医から南病棟に転出許可あり。また、持参薬のプロチアデン中止、カルバマゼピン朝分のみ中止の指示あり。

＜感染症情報＞
東病棟患者総数　　　：48名
インフル新規陽性者　： 0名
インフル現陽性者　　： 0名
新型コロナ新規陽性者： 2名
新型コロナ現陽性者　： 2名
【新型コロナウイルス陽性者】
〇2/3～2/8
　　嶋森　修子様：体温36.9℃、咽頭痛、鼻汁、咳嗽あり
　　　　　　　　　他症状無し。
佐々木理佳様：体温36.0℃、鼻汁あり
　　　　　　　　　他症状無し。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中、自室から出てくることなく臥床し経過。自室内での不潔行為や事象行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・袴田　将志様～終日隔離中。スタッフコール頻回。嗜好品の訴え聞かれている。妄想言動あるが不穏・興奮なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。スタッフコール頻回に聞かれている。対面時不穏さはないが聞き入れ不良。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・北村　奈美様～終日隔離中。自室内静穏に過ごされている。食事は介助にて全量摂取する。脱衣行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年2月4日　13：15
　氏　　名：成田　和子様（なりた　かずこ）様
　生年月日：昭和17年2月27日(82歳)
　病　　名：認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr　
　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在八戸市の長男夫婦家族と同居。以前は青森市にて夫と二人暮らしであった。
　認知症の夫婦世帯で支え合いながら暮らしていた。令和6年夏頃「死ぬほど怠い
　」と訴え救急受診するも病院到着すると落ち着くといったことを数回繰り返し
　ていた。内科よりクロチアゼパム処方されたが口渇を理由に服用しなかった。
　同時期には薬を管理している箱から用法通り服用もできていなかったようであっ
　た。令和1月22日第五腰椎圧迫骨折の治療のため長男のいる八戸市にある室岡整
　形外科記念病院へ入院。入院後せん妄状態を呈し、実際には行っていない場所の
　景色の話をしたり、泥棒がいるといった妄想から、支え無しで徘徊し病室全室
　侵入する等の行動がみられリハビリテーションの実施まで入院継続が困難であ
　った。自宅退院を余儀なくされ長男夫婦の元へ退院後は上記症状は落ち着き、
　ADLは立位困難であり車椅子。トイレや移乗は介助レベル。妄想はあるものの意
　識の混濁はなく、本人も自身の話がおかしい事を自認している。入浴も億劫とな
　り、排泄以外はベッド上の生活である。以前は軽度認知症であったが現在は中等
　度とみてとれる。長男が仕事を休んで介護しており高齢者支援センターはくじゅ
　へ今後について相談したところ、当院への受診を薦められ当センターへ相談があ
　った。環境調整も含め、当院での入院加療の希望あり。　
　本日診察の結果、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。




